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 歌舞伎俳優二代目中村吉右衛門丈は、1944(昭和 19)年 5 月 22 日、八代目松本幸四郎の次男

として生まれ、1948(昭和 23)年 6 月東京劇場で中村萬之助を名乗って初舞台を踏んだ。母方

の祖父初代吉右衛門の籍に入り、子役としての研鑽を積む。1954(昭和 29)年に養父初代吉右

衛門が没し、1959(昭和 34）年から勉強会「木の芽会」を始め、初代の当たり役の数々に取り

組む。その後東宝に移り、実父の一門とともに様々な新しい試みに挑んだ。1966(昭和 41)年

10 月帝国劇場で二代目中村吉右衛門を襲名、名実ともに播磨屋一門を背負う存在となる。古

典歌舞伎を演じる場を求めて松竹に復帰してからは、六代目中村歌右衛門らの大先輩から相手

役として抜擢されるなど、若手実力派の旗手としての活躍が始まる。やがて昭和から平成への

歌舞伎の世代交代にあたって、丈は近代歌舞伎の王道である古典演目を中心に、重厚な立役の

領分を守って、歌舞伎の伝承の枢要を占める存在として重きをなすに至った。2006(平成 18)

年からは初代吉右衛門を顕彰する秀山祭を催し、古典歌舞伎の伝承と若手の育成のために、さ

らに力を傾注している。 

この間、2002(平成 14)年に日本藝術院会員、2011(平成 23)年に重要無形文化財保持者（い

わゆる人間国宝）に選ばれたのも、何よりその、古典歌舞伎伝承のために不可欠の存在として

の重要性が認められたものといえよう。1955(昭和 30)年の毎日演劇賞をはじめ、日本藝術院

賞、芸術祭賞、毎日芸術賞、坪内逍遙大賞など、受賞、褒章は枚挙にいとまがない。 

 数多い当たり役から主なものを選べば、「仮名手本忠臣蔵」の大星由良之助、「菅原伝授手習

鑑」の松王丸・武部源蔵、「義経千本桜」の渡海屋銀平、「平家女護島」の俊寬、「梶原平三誉

石切」の梶原平三、「一谷嫩軍記」の熊谷直実、「妹背山婦女庭訓」の大判事清澄、「近江源氏

先陣館」の佐々木盛綱、「ひらかな盛衰記」の樋口兼光、「一條大蔵譚」の一條大蔵卿、「双蝶々

曲輪日記」の南与兵衛、「時今也桔梗旗揚」の武智光秀、「勧進帳」の武蔵坊弁慶、「極付幡随

長兵衛」の幡随長兵衛、「天衣紛上野初花」の河内山宗俊、「籠釣瓶花街酔醒」の佐野次郎左衛

門、「元禄忠臣蔵」の大石内蔵助などが挙げられる。 

 いずれも、重厚な押し出しに深い内面性を湛え、口跡の豊かさによって、見る者を陶酔に誘

うところに、丈の芸の魅力がある。さらに陰翳の深い演技によって、古典歌舞伎作品の中から、

極めてドラマティックな人物像を刻み出す点でも余人の追随を許さず、最も伝統的な演技の伝

承が、同時に最も現代的な人間像を描き出すという、歌舞伎演技の最高峰を体現している。 

 また、丈は先祖伝来の松貫四の筆名で、歌舞伎台本の補綴、創作も手がけている。日本最古

の芝居小屋である旧金毘羅大芝居での上演復活を成功に導いたのも、丈の江戸歌舞伎への深い

蘊奥をいかした補綴台本と演技力、演出力なくしてはかなわぬことであった。1963(昭和 38)

年入学の第一文学部ではフランス文学を志したという。いわば歌舞伎を客観的にも見ることの

できる知的な視座が、丈の活動に幅の広さと奥行きを与えているといえるだろう。 

 ここに、早稲田大学は、二代目中村吉右衛門丈の栄えある功績をたたえ、当代の日本演劇界

を代表する名優にして、古典芸術の世界の第一人者である丈を、早稲田大学芸術功労者として

永くその栄誉を顕彰するものである。 
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